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福井県あわら市議会・石川県加賀市議会 
 



 

 

 福井県あわら市議会及び石川県加賀市議会より提出いたし

ました別記要望事項の実現につきまして、特段のご配慮を 

賜りたく、ここに強く要望いたします。 

 

 

 

 

平成３０年 ５月  日 

 

 

 

あわら市議会議長  森    之 嗣 

 

加賀市議会議長   林   直 史 

 

      

 



北陸新幹線の早期完成について 

 北陸新幹線金沢・敦賀間については、３年前倒しによる、2022年度

末の開業を決定していただきましたことは、政府・与党のご理解とご

尽力の賜物と深く感謝を申し上げます。 

 長野・金沢間開業以降、全国から北陸に注目が集まり、多くの観光

客が訪れています。特に金沢においては新幹線効果により大変な賑わ

いを見せ、地域経済にも大きな効果をもたらしています。 

現在、加賀・あわら温泉郷を抱える石川県加賀市や福井県あわら市

は、金沢からの２次交通の充実やＰＲ活動など誘客に努めているとこ

ろであります。新幹線延伸により、「ひと・もの」の流れが円滑になり、

地域活性化に大きく寄与するものと期待しております。 

 北陸新幹線は、高速交通体系の柱として日本海側都市の均衡ある 

発展に必要不可欠なものであり、地方創生やインバウンド推進など沿

線地域の発展を図る上で、極めて大きな効果をもたらすものでありま

す。加えて、大阪まで延伸することにより、関西圏をはじめ、あらゆ

る方面から人の流れが創設されるとともに、フル規格で整備すること

により、多くの需要が見込まれ、経済波及効果や収支改善効果は極め

て大きいものと予想されます。 

また、災害に強い強靭な国土づくりがこれまで以上に求められて  

おり、北陸新幹線開業により、今後は、太平洋側と日本海側が相互に

支え合う仕組みができあがります。 

 つきましては、長年にわたる沿線住民の悲願である北陸新幹線の 

一日も早い全線開通が実現されるよう、下記の事項を強く要望します。 

記 

１ 金沢－敦賀間について、2022年度末までの確実な開業の実現及び

敦賀までの更なる前倒し開業の促進を図ること。 

２ 大阪までのフル規格による早期全線整備の促進を図ること。 

３ 新幹線開業に向けた新駅周辺での駅前広場や道路等の都市施設の

整備に関し、特段の支援・配慮をすること。 



国道 8号の整備促進について 

 

 道路は、経済や社会活動を支え、沿線住民にとって『豊かさとゆと

り』を実感し、安全で安心な生活をおくるための基本的な社会基盤で

あります。 

 現在、国道８号については、石川県加賀市箱宮町から熊坂町までの

11.1km で、４車線化の事業化がされ、既に 8.9km が供用開始されると

ともに、残りの 2.2km も鋭意、工事の進捗が図られております。 

また、福井県においては、福井バイパスの最後の区間である、あわ

ら市笹岡から坂井市丸岡町玄女までの 5.4km の区間において、急ピッ

チで工事が進められており、本年開催の「福井国体・障害者スポーツ

大会」までに暫定２車線で供用開始される予定です。 

しかしながら、県境を挟み、石川県側の 3.2km 及び福井県側の 5.5km

については、４車線化の事業着手が未だなされていない状況でありま

す。 

こうした中、本年２月の記録的な大雪では、石川県と福井県の県境

の国道８号において、1,500 台を超える車両の立往生が発生し、60 時

間以上もの間、交通が遮断され、食料品や灯油、ガソリン等の生活物

資が不足するなど、市民生活に大きな影響を与える事態となりました。 

広域的交流の促進や物流の円滑化のほか、豪雪や豪雨などの災害に

強い交通を確保する上でも、早期の４車線化は必要不可欠なものであ

ります。 

つきましては、この道路の重要性・緊急性を認識するとともに、地

域の実情を踏まえ、次の事項につきまして、特段の配慮がなされるよ

う強く要望します。 



記 

１ 真に必要な地方の道路整備を推進するため、長期的・安定的に予

算の総額を確保すること 

２  地域の経済成長を実現するため、人口減少時代下での生産性を向

上させ、企業誘致や雇用創出などのストック効果を高める道路整備

を加速させること。 

３ 現在事業中の加賀拡幅及び福井バイパス事業について、早期の完 

成を目指すとともに、福井バイパスについては、一日も早い４車線

化での供用を図ること。 

４ 県境を跨ぐ 8.7 ㎞区間の４車線化の新規事業着手を速やかに図る

こと。 
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印 H30.2 大雪による滞留車両区間 

 



 
 
 
 

 
             

      
福井新聞 

【H30.2.7】 

 
平成 30年 2 月 7日  国道８号積雪状況（あわら市熊坂） 

 

 

 

 

 

平成 30年 2 月 7日  国道８号積雪状況（あわら市牛ノ谷） 

平成 30年 2 月 7日  国道８号積雪状況（あわら市中川） 
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≪位置図≫

福井新聞
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福井バイパス
延長42.2km
（うち36.8km供用済）

金津道路
延長5.5km
（早期事業化要望区間）

●新規企業進出が決定：古屋石塚テクノパーク

●福井バイパス周辺の工業団地における企業立地の推移

開通を見据え、
5企業が進出検討中

坂井市 37企業
あわら市 18企業

坂井市 44企業
あわら市 23企業

●平成３０年９月に福井県で第７３回国民体育大会
（福井しあわせ元気国体）が開催

開催期間：平成30年9月29日～10月9日

●福井バイパス区間周辺は競技会場があり、アクセス
向上に大きく寄与

※緑文字：福井バイパス周辺の競技会場

「はぴねすダンス」等、県民の機運醸成に向けた取組を実施中

開閉会式場（福井運動公園） 改修後のイメージ
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昭和４１年度～
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３６．８ｋｍ ４車線完成
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（三国・芦原温泉）

石川方面からの
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宿泊地
（福井市）

２３企業のうち
２企業がH28に操業開始
３企業が工場増設中

●あわら市の従業者数・製造品出荷額の伸び

※福井県全体の従業者数と製造品出荷額
の伸び率は、両方とも約１０％減少

出典：福井県工業統計調査（従業者４人以上の事業所を対象

（人） （億円）

従業者数約８％増

製造品出荷額等約２６％増

国道８号 福井バイパス 整備効果①
●平成３０年９月の 競技会場へのアクセス向上
●アクセス向上により工業団地の企業立地が促進



国道８号 福井バイパス 整備効果②

凡例

死亡事故

人身事故

集落

▲冬期の大型車のすれ違い状況

▲冬期の歩行者の通行状況 H24.6.18 福井新聞

H25.8.5
福井新聞

H27.9.4 福井新聞

○福井バイパスの現道区間での事故 ○県境部付近での事故

人身事故 ９０件（うち死亡事故１０件）

※バイパスの現道区間や県境部付近は線形が
悪く、見通しが悪いことに加え、集落内を通過し
ているため、幅員が狭く事故が多発

死亡事故件数の割合
（あわら市内の国道８号

／市内死亡事故件数）

３８％
（１０／２６）

（平成19年1月～28年12月末）

あわら市内の死亡事故の約４割が国道８号で発生！

福井バイパス

人身事故５８件（うち死亡事故７件）

金津道路（早期事業化要望区間）

人身事故３２件（うち死亡事故３件）

○国道８号（あわら市内）における交通事故の状況（平成19年1月～29年12月末） 石川県境
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●バイパスの整備により、現道の集落周辺で多発している交通事故数の減少が期待
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【国道８号 加賀拡幅】 

○ 石川県加賀市を生産拠点とする繊維機械の世界トップメーカーは、製品の出荷に国道８号を利用 
○ 地域に根差す生産拠点からのアクセス性の向上により、金沢港への輸送回数の増加を支援 
○ 従業員の主要な通勤経路として、国道８号を利用 

世界的企業が国道８号を利用 

■自動ワインダー 

■精紡機（ボルテックス） 

資料提供：村田機械 

村田機械(株)加賀工場 

●世界シェア約４割！国内シェア99％！ 

●中国、インドをはじめ受注が増加！ 

【市場の動向】 

・市場はインド・バングラデシュ・パキスタン 
 など南アジア、中国、東南アジアが主流で 
 世界各国に展開！ 

社員の8～9割は加賀市か
ら通っているため、国道8号

の整備は従業員の通勤な
どに効果があります。 

【村田機械の方】 

写真提供：村田機械 

 平均２２台/日のトラックが製品の
出荷のため国道８号を利用 

金沢港 

神戸港 

国内のパーツの輸送 

名古屋港 

金沢港の利用状況（輸出入） 

資料提供：㈱金沢港運 

（単位：TEU) 

※TEU:20フィートコンテナを1単位とした港湾が取り扱う貨物量を表した単位 

加賀拡幅 
写真：石川県金沢港湾事務所ホームページ 

・従来とは違う独特の糸構造に
より、毛玉ができにくく、吸水
拡散性に優れるなどの機能性
を持つ。 
・ボルテックス糸を用いた繊維製
品は、差別化できる高付加価
値製品として世界中に拡がる。 

・精紡糸の品質を整えながら、大
きなパッケージに巻き上げる機
械。 
・世界で初めて空気の力で糸を
つなぐ技術を実現。 

繊維業の未来を紡ぐ加賀拡幅 


